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 子どもが少ないのは、子育てが大変だからで、親にだってできない事があるのだから、できな

いことは私たちがサポートしてひとりでも多くの子どもを産んでもらえたら出生率も上がるので

はないかと思う 
 計画の策定協議会に保育園関係者が入っていないのはなぜか。 
 掲示板・回覧版を利用して情報を伝えたらどうか。 
 地域で幼稚園にも保育園にも通っていないで悶々としている保護者のフォローが必要。 
子育てのストレスが虐待につながる事がある。 
調査で子育てがつらいと答えた人のつらい原因を知りたい。 
 計画書に母子家庭・父子家庭・ひとり親家庭という表現があるが区別する理由はあるのか。

父子家庭の場合、保育施設が整っていないと子どもと離れ離れになることが多いので、24 時
間保育の保育所が多くなってほしい。 
 ファミリーサポートセンターの使い勝手が悪いので改善してほしい。 
 地域との協働といいながら特定の個人に負担を掛けていないか。 
 外国人への対応が十分か。 
 外国人との交流に力を尽くしている団体や外国人に公的な支援が必要か検討すべき。 
新聞をとっていない家庭が増えているので、広報だけでは情報は伝わらない。また情報誌等

は外国語版もつくるべき。 
 公立園の民営化の理由として、硬直化やコストがいわれるが、それほどとは思えない。今あ

る施設・人材に自信をもって活用してほしい。 
 学童クラブと学校の連携は十分できているのか。 
 計画について意見を持っている人は多いので、保育園の父母の集まりや、地域にでて懇談

会を開催してほしい。  
 外国人が多い。 
生活時間が深夜におよぶ住民が多い。 

 
 
必要な人に必要な情報が届いていない現状があるようだ。 
外国人との交流に力を尽くしている団体や外国人に公的な支援が必要か検討すべき。 
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